
サンプル 

あずま市公民館利用規約 

第１条 市民の活動の場所として，市民の結成した団体のいずれもが，政治活動，宗教活動，及

び，営利活動を目的とする場合を除き，地区公民館の各施設・備品等を随時利用できる。また，

利用団体の成員の過半数が市民であれば，団体内に市民ではない人物が参加していても利用でき

るものとする。 

第２条 施設を利用する際には，利用団体は事前に予約を行わなければならない。 

 （１）予約の方法は，電話又はメール等で使用状況を確認した上で公民館に来館し，「公民館使

用申込書」に必要事項を記入することとする。 

 （２）申し込みの際に，次の事項を付すこと。 

    ① 利用団体名，責任者名，及び，連絡先 

    ② 利用を希望する期日，及び，時間帯 

    ③ 利用目的，おおよその人数，利用を希望する部屋名，利用をしたい器具等の種類・数

量 

（予約受付） 

……略…… 

第４条 利用者は，予約時に次の事項について確認をしておくこと。 

 （１）利用希望時間帯が，公民館職員の勤務時間帯であるか不在時かを確かめ，公民館職員不在

帯の場合には，鍵の貸し借りについて事前に確認すること。 

 （２）備品や物品を使用する場合には，事前に使用物品について確認すること。 

 （３）利用内容により，安全保持のため定められている，火気使用上の留意事項，応急手当に関

する留意点，食中毒予防・衛生管理に関する留意事項等について確認しておかなければな

らない。 

第５条 利用の際には，次の点に注意を払わなければならない。 

 （１）予約した施設・物品は自由に利用できる。使用後は元の位置に返却すること。 

 （２）調理室を利用する際には，材料等消耗品は利用者が準備すること。 

 （３）調理や会食等で出たゴミ類は，利用者で後始末をすること。 

 （４）館内禁煙とすること。 

 （５）使用の終了時点での，火気，照明，戸締り等については十分な注意を払うこと。 

（利用後） 

第６条 施設等の使用終了に際しては，清掃を行う等，次の利用者に支障のないよう配慮し，最後

に「会館使用簿」に必要事項を記入しなければならない。また，鍵の貸し出しを受けている場合

には速やかに返却しなければならない。 

……略…… 

公民館数の推移 

 

出典：社会教育調査 

（文部科学省「公民館の現状と課題」より） 
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◇
大
学
生
の

正
た
だ
し

さ
ん
は
、
公
民
館
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
以
下
は
、
正
さ
ん
が
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
あ
ず
ま
市
公
民
館
」
の
「
利
用
規
約
」
（
【
資
料

Ⅰ
】
）
と
、
「
公
民
館
数
の
推
移
」
を
示
し
た
資
料
（
【
資
料
Ⅱ
】
）
、
「
あ
ず
ま
市
公
民
館
の
取
り
組
み
」
（
【
資
料
Ⅲ
】
）
、
お
よ
び
【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

【
資
料
Ⅰ
】 

                            

【
資
料
Ⅱ
】 

                   



サンプル 

あずま市公民館の取り組み 

 

１ 取り組み以前の状況 

  補助金の減少や社会教育関係団体の高齢化などが原因で，市民による生涯

教育活動が沈滞化し，それに伴って公民館の利用者や利用率も低下してい

た。 

 

２ 浮かび上がった具体的課題 

  市内全戸対象アンケートを実施した結果，具体的課題が浮かび上がった。 

 ① 地域福祉の充実 

 ② 地域美化の推進 

 ③ 安全な暮らしの確立 

 ④ 子どもの教育の支援 

 

３ 公民館の主な取り組み 

  「あずま市まちづくり委員会」を設立。公民館がその事務局となった。公

民館の職員が中心となって，市役所・小中学校・高校・社会福祉事務所・社

会教育団体等と連携し，各種の運動を実施した。 

 ・「健康意識調査」の実施 

 ・「ウォーキングクラブ」の発足 

 ・「花植え活動」の実施 

 ・「里山保全運動」の実施 

 ・「市内ひやり・はっと地図」の作成・配布 

 ・「子ども見守り隊」の発足 

 ・「お年寄りと子どもの交流運動」の実施 

 

４ 成果（市民の声） 

 ① 縦割りではない，横に広がるネットワークができてきた。 

 ② 子どもから高齢者まで一体となって行動する機会が増えた。 

 ③ 世代を超えた同好の仲間ができた。 

 ④ 問題を自分たちで解決しようという当事者意識が生まれてきた。 

 ⑤ 公民館の利用者が増え，公民館での活動に親しみを感じるようになっ

た。 

 

【
資
料
Ⅲ
】 

                       

【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】 

正 

お
父
さ
ん
。
実
は
、
ぼ
く
た
ち
の
ハⅠ

イ
ク
を
作
る
会
の
合
同
ヒⅡ

ヒ
ョ
ウ
会
を
開
こ
う
と
思
っ
て
、
あ
ず
ま
市
公
民
館
に
問
い
合
わ
せ
て
み
た
の
だ
け

れ
ど
、
断
ら
れ
て
し
ま
っ
て
ね
。
困
っ
て
い
る
ん
だ
。 

父 

公
民
館
の
方
は
、
ど
う
言
っ
て
い
た
の
。 

正 

ま
ず
、
個
人
で
は
予
約
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
よ
。
そ
れ
か
ら
、
時
間
も
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
ぼ
く
ら
が
使
い
た
い
の
は
午
後
六
時

か
ら
八
時
な
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
時
間
帯
は
公
民
館
の
職
員
の
方
の
勤
務
時
間
を
過
ぎ
て
い
る
の
で
予
約
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。 

父 

公
民
館
の
利
用
規
約
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
あ
る
か
ら
。（
「
あ
ず
ま
市
公
民
館
利
用
規
約
」
を
読
む
。）
そ
う
だ
な
あ
。
個
人
で
は
予
約
が
で

き
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
だ
が
、
た
し
か
に
『
施
設
を
利
用
す
る
際
に
は
、
利
用
団
体
は
事
前
に
予
約
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』
と
書
か
れ
て

い
る
ね
。
利
用
す
る
の
は
団
体
だ
と
い
う
ゼ
ン
テⅢ

イ
が
あ
る
よ
う
だ
。
で
も
、
ど
ん
な
団
体
か
と
い
う
規
定
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、

お
前
の
そ
の
会
に
名
前
を
つ
け
て
、
こ
う
い
う
団
体
で
す
と
名
乗
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
な
。 

正 

時
間
帯
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。 

父 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
よ
。
そ
の
点
も
、
何
と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
職
員
の
勤
務
時
間
を
過
ぎ
て
い
た
ら
絶
対
に
利
用
で
き
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
さ
そ
う
だ
よ
。
も
う
一
度
、
問
い
合
わ
せ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
ま
た
、
お
前
た
ち
の
会
の
方
も
、
時
間
帯
を
少
し
変
え
る
な
ど
の
ホ
ウ
サⅣ

ク
が
と
れ
な
い
か
、
考
え
て
み
た
ら
い
い
と
思
う
。 

正 

あ
り
が
と
う
。
そ
う
し
て
み
る
よ
。 

父 

あ
ず
ま
市
公
民
館
も
最
近
、
も
っ
と
市
民
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
よ
。
私
の
知
り
合
い
も
そ
れ

に
関
わ
っ
た
の
だ
が
、
ま
さ
に 

Ａ 

の
連
続
で
大
変
ら
し
い
。
だ
が
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
な
か
な
か
よ
い
結
果
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
つ
ま
り
、
公
民
館
の
方
で
も
、
で
き
れ
ば
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
わ
け
だ
ね
。
相
談
し
て
み
た
ら
き
っ
と
何
か
よ
い
方
法

が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
な
。 

正 

そ
れ
な
ら
、
公
民
館
は
地
域
の
大
学
と
積
極
的
に
提
携
し
て
、
大
学
生
に
も
門
戸
を
開
く
と
い
い
と
思
う
。
あ
ず
ま
市
に
は
大
学
が
三
つ
も
あ
る
か

ら
ね
。
ず
い
ぶ
ん
た
く
さ
ん
の
大
学
生
が
い
る
わ
け
だ
よ
。
公
民
館
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
た
く
さ
ん
の
大
学
生
が
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
だ
。
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
誕
生
が
期
待
で
き
る
よ
。 

 



サンプル  
 

問
１ 

【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】
の
傍
線
部
Ⅰ
～
Ⅳ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

指
示
に
ハ
イ
ハ
ン
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

両
国
が
条
約
を
ヒ
ジ
ュ
ン
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

不
要
な
資
材
を
ハ
イ
キ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

砂
糖
の
分
量
を
ヒ
カ
ク
す
る
。 

 
 

 
 

Ⅰ 
ハ
イ
ク 

 
 

ウ 

公
平
に
ハ
イ
ブ
ン
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

Ⅱ 

ヒ
ヒ
ョ
ウ 

 

ウ 

議
論
の
相
手
を
強
く
ヒ
ナ
ン
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ 

ハ
イ
ミ
の
あ
る
文
章
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ 

急
い
で
安
全
地
帯
へ
タ
イ
ヒ
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ 

異
物
を
ハ
イ
ジ
ョ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ 

芸
術
家
と
し
て
海
外
に
ユ
ウ
ヒ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

た
い
へ
ん
テ
イ
ネ
イ
な
口
調
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

資
本
家
に
よ
る
サ
ク
シ
ュ
を
防
ぐ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 
各
地
に
ミ
ッ
テ
イ
を
放
つ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

裏
で
い
ろ
い
ろ
と
カ
ク
サ
ク
す
る
。 

 
 

 
 

Ⅲ 

ゼ
ン
テ
イ 

 

ウ 
敵
は
強
い
テ
イ
コ
ウ
を
示
し
た
。 

 
 

 

Ⅳ 

ホ
ウ
サ
ク 

 

ウ 

衝
撃
の
余
り
サ
ク
ラ
ン
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ 

倒
れ
な
い
よ
う
に
コ
テ
イ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ 

必
要
な
情
報
を
ケ
ン
サ
ク
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ 

多
く
の
意
見
が
テ
イ
ア
ン
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ 

不
要
な
記
述
を
サ
ク
ジ
ョ
す
る
。 

 
 

問
２ 

【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】
の
空
欄
Ａ
に
入
る
四
字
熟
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。 

 
 

 
 

ア 

快
刀
乱
麻 

 

イ 

自
業
自
得 

 

ウ 
七
転
八
倒 

 

エ 

試
行
錯
誤 

 

オ 

一
触
即
発 

 
 

問
３ 

【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】
の
傍
線
部
「
そ
の
点
も
、
何
と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
る
が
、
「
父
」
は
【
資
料
Ⅰ
】
の
ど
の
部
分
を
読
ん
で
こ
の
よ

う
に
言
っ
た
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。 

 
 

 
 

ア 

第
２
条
の
⑴ 

 
 

 
 

イ 

第
２
条
の
⑵ 

 
 

 
 

ウ 

第
４
条
の
⑴ 

 
 

 
 

エ 

第
４
条
の
⑵ 

 
 

 
 

オ 

第
５
条
の
⑸ 

 
 

問
４ 

正
さ
ん
は
、
父
と
の
会
話
を
き
っ
か
け
に
公
民
館
の
利
用
実
態
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
問
題
に
関
す
る
資
料
を
集
め
た
。
【
資
料
Ⅱ
】
と
【
資

料
Ⅲ
】
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
次
に
示
す
の
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
て
正
さ
ん
が
作
っ
た
メ
モ
で
あ
る
。
メ
モ
中
の
空
欄
Ｂ
・
空
欄
Ｃ
に
入
る
内
容

を
後
の
条
件
に
従
っ
て
述
べ
よ
。（
た
だ
し
、
句
読
点
を
含
む
。
） 

 
 

 

【
正
さ
ん
が
作
っ
た
メ
モ
】 

 
 

 
 

 

公
民
館
の
数
は
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
の
あ
い
だ 

Ｂ 

。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、 

 

Ｃ 
 

に
伴
い
、
公
民
館
の
利
用
者
や
利
用
率
が
低
下
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

条
件
１ 

空
欄
Ｂ
に
入
る
内
容
は
、
【
資
料
Ⅱ
】
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
一
〇
字
以
上
、
一
五
字
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 
 

 
 

条
件
２ 

空
欄
Ｃ
に
入
る
内
容
は
、
【
資
料
Ⅲ
】
の
中
の
語
句
を
用
い
て
四
〇
字
以
上
、
四
五
字
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 
 

問
５ 

正
さ
ん
は
さ
ら
に
、
【
資
料
Ⅲ
】
を
踏
ま
え
て
、
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
利
用
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
文
章
を
書
い
た
。
次
に
示
す
の
は
、
そ
の
結
論
に
当
た
る

部
分
で
あ
る
。
こ
の
中
の
空
欄
Ｄ
に
入
る
内
容
を
、
後
の
条
件
に
従
っ
て
述
べ
よ
。 

 
 

 

【
正
さ
ん
の
書
い
た
文
章
の
結
論
の
部
分
】 

 
 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
「
あ
ず
ま
市
公
民
館
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。
特
に
私
は
、
「
縦
割
り
で
は
な
い
、
横
に
広

が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
き
た
」
と
い
う
点
に
着
目
し
た
い
。
現
在
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
に
か
し
て
従
来
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
代
わ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
で
き
な
い
か
。
こ
の
「
横
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
は
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
示
し
た
い
。 

 
 

Ｄ 
 

 

そ
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
し
て
、
公
民
館
は
大
き
な

働
き
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

 
 

条
件
１ 

二
文
構
成
で
、
一
〇
〇
字
以
上
、
一
二
〇
字
以
内
で
述
べ
る
こ
と
。
（
句
読
点
・
符
号
を
含
む
。
） 

 
 

 
 

条
件
２ 

一
文
目
は
「
そ
れ
は
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
「
地
域
の
大
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
提
示
す
る
ア
イ
デ
ア
を
示
す
こ
と
。 

 
 

 
 

条
件
３ 

二
文
目
は
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
を
示
す
こ
と
。 

 
 

 
 

条
件
４ 

【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】
か
ら
読
み
取
っ
た
正
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
述
べ
る
こ
と
。 
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図
表
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実
用
文
を
読
み
解
く
② 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 
 

番 

氏名 

 

評点 

 

問
５ 

問
４ 

問
２ 

問
１ 

      Ｃ Ｂ 

 

Ⅰ 

 
 

   

 

      

    

      

    

      

    Ⅱ 

 
 

     問
３ 

 

    

      

 
 

    

      

    

      Ⅲ 

    

 

      

    

       

    

       

    Ⅳ 

       

 
 

    

       

    

       

    

        

    
 

        

   

 

         

   

         

   

         

   

         

   

         

   

         

   

         

   



サンプル 

解
答
解
説 

図
表
・
実
用
文
を
読
み
解
く
② 

 

〈
50
点
〉 

 
 

問
１ 
Ⅰ
＝
エ 

Ⅱ
＝
ア 

Ⅲ
＝
オ 

Ⅳ
＝
イ 

 

（
各
３
点
―
12
点
） 

 
 

 
 

解
説 

 
 

 
 

 

Ⅰ 
「
ハ
イ
ク
」
は
「
俳
句
」
と
書
く
。
ア
は
「
背
反
」
、
イ
は
「
廃
棄
」、
ウ
は
「
配
分
」、
エ
は
「
俳
味
」
、
オ
は
「
排
除
」
と
書
く
。 

 
 

 
 

 

Ⅱ 

「
ヒ
ヒ
ョ
ウ
」
は
「
批
評
」
と
書
く
。
ア
は
「
批
准
」、
イ
は
「
比
較
」
、
ウ
は
「
非
難
」、
エ
は
「
待
避
」、
オ
は
「
雄
飛
」
と
書
く
。 

 
 

 
 

 

Ⅲ 

「
ゼ
ン
テ
イ
」
は
「
前
提
」
と
書
く
。
ア
は
「
丁
寧
」、
イ
は
「
密
偵
」
、
ウ
は
「
抵
抗
」、
エ
は
「
固
定
」、
オ
は
「
提
案
」
と
書
く
。 

 
 

 
 

 

Ⅳ 

「
ホ
ウ
サ
ク
」
は
「
方
策
」
と
書
く
。
ア
は
「
搾
取
」、
イ
は
「
画
策
」
、
ウ
は
「
錯
乱
」、
エ
は
「
検
索
」、
オ
は
「
削
除
」
と
書
く
。 

 
 

問
２ 

エ 
 

（
４
点
） 

 
 

 
 

解
説 

 
 

 
 

 
 

前
の
「
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
や
っ
て
い
る
」
と
、
後
の
「
大
変
ら
し
い
」
「
な
か
な
か
よ
い
結
果
が
出
て
き
て
い
る
」
に
着
目
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
「
試

す
こ
と
と
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
目
的
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
」
と
い
う
意
味
の
エ
「
試
行
錯
誤
」
が
最
も
適
当
だ
と
分
か
る
。
ア
「
快
刀
乱
麻
」
は

「
入
り
組
ん
だ
物
事
を
鮮
や
か
に
解
決
、
処
理
す
る
こ
と
」
。
イ
「
自
業
自
得
」
は
「
自
分
の
悪
行
の
報
い
を
自
分
で
受
け
る
こ
と
」
。
ウ
「
七
転
八
倒
」
は

「
苦
し
み
の
余
り
の
た
う
ち
回
る
こ
と
」。
オ
「
一
触
即
発
」
は
「
き
わ
め
て
危
険
な
状
態
の
た
と
え
」
で
あ
る
。 

 
 

問
３ 

ウ 
 

（
８
点
） 

 
 

 
 

解
説 

 
 

 
 

 
 

傍
線
部
の
直
後
の
「
職
員
の
勤
務
時
間
を
過
ぎ
て
い
た
ら
絶
対
に
利
用
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
よ
」
と
い
う
「
父
」
の
言
葉
は
、

正
た
だ
し

さ
ん
が
公
民
館
利
用
の
予
約
を
断
ら
れ
た
二
つ
目
の
理
由
で
あ
る
「
時
間
も
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
」
に
対
応
し
て
い
る
。
よ
り
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
部

分
は
、
「
（
六
時
か
ら
八
時
と
い
う
）
時
間
帯
は
公
民
館
の
職
員
の
方
の
勤
務
時
間
を
過
ぎ
て
い
る
の
で
予
約
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
公
民
館
職
員
の
勤
務
時
間
帯
」
で
な
く
て
も
利
用
で
き
る
可
能
性
に
関
わ
る
部
分
を
選
べ
ば
よ
い
。
ウ
の
「
第
４
条
の
⑴
」
が
「
公
民
館
職
員
の

勤
務
時
間
帯
」
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
公
民
館
職
員
不
在
帯
の
場
合
に
は
、
鍵
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
、
公
民

館
職
員
の
勤
務
時
間
帯
か
ら
は
ず
れ
て
い
て
、
職
員
が
「
不
在
」
で
あ
っ
て
も
公
民
館
を
利
用
で
き
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

ウ
が
正
解
で
あ
る
。 

 
 

問
４ 

Ｂ
＝
一
貫
し
て
減
少
し
続
け
て
い
る
（
一
二
字
） 

 

（
８
点
） 

 
 

 
 

 

Ｃ
＝
補
助
金
の
減
少
や
社
会
教
育
関
係
団
体
の
高
齢
化
な
ど
を
原
因
と
し
た
、
市
民
に
よ
る
生
涯
教
育
活
動
の
沈
滞
化
（
四
三
字
） 

 

（
８
点
） 

 
 

 
 

解
答
作
成
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

 
 

 

・
Ｂ
は
【
資
料
Ⅱ
】
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
一
〇
字
以
上
、
一
五
字
以
内
で
書
く
。 

 
 

 
 

 

・
Ｃ
は
【
資
料
Ⅲ
】
の
中
の
語
句
を
用
い
て
四
〇
字
以
上
、
四
五
字
以
内
で
書
く
。 

 
 

 
 

解
説 

 
 

 
 

 
 

【
資
料
Ⅱ
】
で
公
民
館
数
の
推
移
を
確
認
す
る
と
、
Ｈ
17
（
平
成
一
七
年
）
か
ら
Ｈ
27
（
平
成
二
七
年
）
の
ほ
ぼ
十
年
間
の
あ
い
だ
、
一
貫
し
て
減
少

し
続
け
て
い
る
。
こ
の
内
容
が
空
欄
Ｂ
に
入
る
。
空
欄
Ｃ
に
は
、
公
民
館
数
が
減
少
し
続
け
て
き
た
理
由
が
当
て
は
ま
る
。
空
欄
Ｃ
の
後
に
「
公
民
館
の
利

用
者
や
利
用
率
が
低
下
し
た
」
と
あ
る
の
に
着
目
す
る
と
、
【
資
料
Ⅲ
】
の
「
１ 

取
り
組
み
以
前
の
状
況
」
の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
中
の
「
補
助
金
の
減
少
や
社
会
教
育
関
係
団
体
の
高
齢
化
な
ど
が
原
因
で
、
市
民
に
よ
る
生
涯
教
育
活
動
が
沈
滞
化
し
」
の
部
分
を
活

用
し
て
、
空
欄
に
当
て
は
め
た
と
き
に
前
後
の
語
句
に
自
然
に
つ
な
が
る
よ
う
に
記
述
す
る
。 

 
 

問
５ 

そ
れ
は
、
公
民
館
が
地
域
の
大
学
と
積
極
的
に
提
携
し
て
、
大
学
生
に
も
門
戸
を
開
く
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
ず
ま
市
に
あ
る
三
つ
の
大
学
に
通
う
た
く
さ
ん

の
大
学
生
が
公
民
館
を
利
用
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
け
ば
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
誕
生
が
期
待
で
き
る
。
（
一
〇
八
字
） 

 
（
10

点
） 

 
 

 
 

解
答
作
成
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

 
 

 

・
二
文
構
成
で
、
一
〇
〇
字
以
上
、
一
二
〇
字
以
内
で
書
く
。 

 
 

 
 

 

・
一
文
目
は
「
そ
れ
は
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
「
地
域
の
大
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
提
示
す
る
ア
イ
デ
ア
を
示
し
て
書
く
。 

 
 

 
 

 

・
二
文
目
は
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
を
示
し
て
書
く
。 

 
 

 
 

 

・
【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】
か
ら
読
み
取
っ
た
正
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
書
く
。 

 
 

 
 

解
説 

 
 

 
 

 
 

ま
ず
、
ま
と
め
る
べ
き
内
容
が
、
【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】
の
ど
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
空
欄
Ｄ
の
直
前
の
「
次
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア

を
示
し
た
い
」
に
着
目
し
、
正
さ
ん
が
公
民
館
に
対
し
て
期
待
し
て
い
る
部
分
を
確
認
す
る
と
、
該
当
箇
所
は
【
正
さ
ん
と
父
と
の
会
話
】
の
最
後
の
部
分

「
そ
れ
な
ら
、
公
民
館
は
…
…
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
誕
生
が
期
待
で
き
る
よ
。
」
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
内
容
を
一
〇
〇
字
以

上
、
一
二
〇
字
以
内
の
二
文
構
成
で
ま
と
め
る
。
一
文
目
は
「
地
域
の
大
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
提
示
す
る
ア
イ
デ
ア
を
示
す
よ
う
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
「
公
民
館
が
地
域
の
大
学
と
提
携
し
て
、
大
学
生
に
も
門
戸
を
開
く
と
い
う
こ
と
」
を
述
べ
る
。
二
文
目
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で
き
る
か

を
示
す
よ
う
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
大
学
生
が
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
け
ば
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
誕
生
が
期
待
で
き
る
」
こ
と
を

述
べ
る
。 


